
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
フローティング電位に置かれたＰゲートサイリスタスイッチと、
電流入力回路および電流出力回路を備え、電流入力回路に入力した電流に等しい電流を電
流出力回路から出力する第１のカレントミラー回路と、
前記ＰゲートサイリスタスイッチのＰゲート端子に前記Ｐゲートサイリスタをオン駆動す
るオン駆動電流を第１のカレントミラー回路の電流入力回路を介して供給する定電流回路
と、
前記第１のカレントミラー回路の電流出力回路にその電流入力回路を接続し、電流出力回
路を前記Ｐゲートサイリスタのカソード端子に接続した第２のカレントミラー回路とから
なり、
前記ＰゲートサイリスタスイッチのＰゲート端子に供給する電流に等しい電流を前記Ｐゲ
ートサイリスタのカソード端子から引き抜くことを特徴とするサイリスタスイッチ駆動回
路。
【請求項２】
フローティング電位に置かれたＰゲートサイリスタスイッチと、
前記ＰゲートサイリスタのＰゲート端子とカソード間に接続したｎｐｎ型トランジスタと
、
電流入力回路および電流出力回路を備え、電流入力回路に入力した電流に等しい電流を電
流出力回路から出力する第１のカレントミラー回路と、
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前記ｎｐｎトランジスタのベース端子に前記Ｐゲートサイリスタをオフ駆動するオフ駆動
電流を第１のカレントミラー回路の電流入力回路を介して供給する定電流回路と、
前記第１のカレントミラー回路の電流出力回路にその電流入力回路を接続し、電流出力回
路を前記Ｐゲートサイリスタのカソード端子に接続した第２のカレントミラー回路とから
なり、
前記ｎｐｎトランジスタのベース端子に供給する電流に等しい電流を前記Ｐゲートサイリ
スタのカソード端子から引き抜くことを特徴とするサイリスタスイッチ駆動回路。
【請求項３】
フローティング電位に置かれたＮゲートサイリスタスイッチと、
電流入力回路および電流出力回路を備え、電流入力回路に入力した電流に等しい電流を電
流出力回路から出力する第１のカレントミラー回路と、
前記ＮゲートサイリスタスイッチのＮゲート端子に前記Ｎゲートサイリスタをオフ駆動す
るオフ駆動電流を第１のカレントミラー回路の電流入力回路を介して引き抜く定電流回路
と、
前記第１のカレントミラー回路の電流出力回路にその電流入力回路を接続し、電流出力回
路を前記Ｎゲートサイリスタのアノードに接続した第２のカレントミラー回路とからなり
、
前記ＮゲートサイリスタスイッチのＮゲート端子から引き抜く電流に等しい電流を前記Ｎ
ゲートサイリスタのアノード端子に供給することを特徴とするサイリスタスイッチ駆動回
路。
【請求項４】
フローティング電位に置かれたＮゲートサイリスタスイッチと、
前記ＮゲートサイリスタのＮゲート端子とアノード端子間に接続したｐｎｐ型トランジス
タと、
電流入力回路および電流出力回路を備え、電流入力回路に入力した電流に等しい電流を電
流出力回路から出力する第１のカレントミラー回路と、
前記ｐｎｐ型トランジスタのベース端子から前記Ｎゲートサイリスタをオフ駆動するオフ
駆動電流を第１のカレントミラー回路の電流入力回路を介して引き抜く定電流回路と、
前記第１のカレントミラー回路の電流出力回路にその電流入力回路を接続し、電流出力回
路を前記Ｎゲートサイリスタのアノード端子に接続した第２のカレントミラー回路とから
なり、
前記ｐｎｐ型トランジスタのベース端子から引き抜く電流に等しい電流を前記Ｎゲートサ
イリスタのアノード端子に供給することを特徴とするサイリスタスイッチ駆動回路。
【請求項５】
フローティング電位に置かれたＰゲートサイリスタスイッチと、
前記ＰゲートサイリスタのＰゲート端子とカソード端子間に接続したｐｎｐ型トランジス
タと、
電流入力回路および電流出力回路を備え、電流入力回路に入力した電流に等しい電流を電
流出力回路から出力する第１のカレントミラー回路と、
前記ｐｎｐ型トランジスタのベース端子から前記Ｐゲートサイリスタをオフ駆動するオフ
駆動電流を第１のカレントミラー回路の電流入力回路を介して引き抜く定電流回路と、
前記第１のカレントミラー回路の電流出力回路にその電流入力回路を接続し、電流出力回
路を前記Ｐゲートサイリスタのカソード端子に接続した第２のカレントミラー回路とから
なり、
前記ｐｎｐ型トランジスタのベース端子から引き抜く電流に等しい電流を前記Ｐゲートサ
イリスタのカソード端子に供給することを特徴とするサイリスタスイッチ駆動回路。
【請求項６】
フローティング電位に置かれたＮゲートサイリスタスイッチと、
前記ＮゲートサイリスタのＮゲート端子とアノード間に接続したｎｐｎ型トランジスタと
、
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電流入力回路および電流出力回路を備え、電流入力回路に入力した電流に等しい電流を電
流出力回路から出力する第１のカレントミラー回路と、
前記ｎｐｎ型トランジスタのベース端子に前記Ｎゲートサイリスタをオフ駆動するオフ駆
動電流を第１のカレントミラー回路の電流入力回路を介して供給する定電流回路と、
前記第１のカレントミラー回路の電流出力回路にその電流入力回路を接続し、電流出力回
路を前記Ｎゲートサイリスタのアノード端子に接続した第２のカレントミラー回路とから
なり、
前記ｎｐｎ型トランジスタのベース端子に供給する電流に等しい電流を前記Ｎゲートサイ
リスタのアノード端子から引き抜くことを特徴とするサイリスタスイッチ駆動回路。
【請求項７】
請求項１ないし請求項６の何れか１の記載において、
前記サイリスタスイッチは、一対の給電線を有する給電回路と該給電回路の電流を検出す
る電流検出器とからなる電話交換機の加入者回路の給電端に挿入したことを特徴とするサ
イリスタスイッチの駆動回路。
【請求項８】
一対の給電線を有する給電回路、該給電回路の給電電流を検出する電流検出器および前記
それぞれの給電線の給電端に挿入した第１および第２のＰゲートサイリスタスイッチから
なる電話交換機の加入者回路と、
電流入力回路並びに第１および第２の電流出力回路を備え、電流入力回路に入力した電流
に等しい電流を第１および第２の電流出力回路から出力する第１のカレントミラー回路と
、
前記第１のＰゲートサイリスタスイッチのＰゲート端子に前記Ｐゲートサイリスタをオン
駆動するオン駆動電流を第１のカレントミラー回路の電流入力回路を介して供給するとと
もに、
前記第２のＰゲートサイリスタスイッチのＰゲート端子に前記第２のＰゲートサイリスタ
をオン駆動するオン駆動電流を第１のカレントミラー回路の第１の電流出力回路を介して
供給する定電流回路と、
前記第１のカレントミラー回路の第２の電流出力回路にその電流入力回路を接続し、第１
の電流出力回路を前記第１のＰゲートサイリスタのカソード端子に接続し、第２の電流出
力回路を前記第２のＰゲートサイリスタのカソード端子に接続した第２のカレントミラー
回路とからなり、
前記第１のＰゲートサイリスタスイッチのＰゲート回路に供給する電流に等しい電流を前
記１のＰゲートサイリスタのカソード端子から引き抜き、前記第２のＰゲートサイリスタ
スイッチのＰゲート回路に供給する電流に等しい電流を前記２のＰゲートサイリスタのカ
ソード端子から引き抜くことを特徴とするサイリスタスイッチ駆動回路。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、サイリスタスイッチの駆動回路に係り、特に電話交換機の加入者回路等のフロ
ーティング電位に置かれたサイリスタスイッチにおいて、ゲート駆動電流によるアノード
電流あるいはカソード電流の変動を防止したサイリスタスイッチの駆動回路に関する。
【０００２】
【従来の技術】
電話交換機の加入者回路は、電話交換局の給電回路に接続した一対の給電線およびこの給
電線に接続した電話機から構成される。そして、加入者回路における給電回路の給電端に
挿入するスイッチ回路にはサイリスタスイッチからなるスイッチ回路が設けられる。
【０００３】
また、給電回路の電位は、一対の給電線の電位が加入者回路の作動状態によって変動する
ようにフローティング状態に置かれ、このため前記サイリスタスイッチの電位もフローテ
ィング状態にある。
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【０００４】
このように、フローティング状態にあるサイリスタスイッチのターンオン制御は、そのＰ
ゲートに駆動電流を供給して行い、ターンオフ制御はｎｐｎ型トランジスタのコレクタを
前記Ｐゲートに接続し、エミッタをカソードに接続し、該トランジスタのベースにベース
電流を供給することにより行うのが一般的である。
【０００５】
そして、このような加入者回路は、例えば加入者回路の静電容量を試験する容量試験回路
、あるいは特開平９－６９８７９号公報に示されるような加入者回路の絶縁抵抗および静
電容量を試験する試験回路を備えている。
【０００６】
【発明が解決しようとする課題】
前記容量試験回路は、加入者回路を所定電圧で充電し、次いで前記静電容量を放電する。
そしてこのときの放電電流を電圧に変換して積分した値によって前記静電容量を検出して
いる。また、前記絶縁抵抗および静電容量を試験する試験回路では、加入者回路の静電容
量を充電する際の充電電流を電圧に変換して積分した値によって前記絶縁抵抗および静電
容量を検出している。
【０００７】
ところで、前記従来のサイリスタスイッチを用いた加入者回路では、フローティング電位
にあるサイリスタのゲート電極にゲート駆動回路を介して駆動電流を供給すると、該駆動
電流は前記サイリスタのゲート電極からカソード回路に流れ込むことになる。すなわち前
記駆動電流は前記サイリスタスイッチのカソードを流れる主電流に加算されることになる
。ここで、前記加入者回路の静電容量は１００ｎＦ程度であり、該回路を流れる充電電流
あるいは放電電流は１００μＡ程度であり、一方、通常のサイリスタスイッチの駆動電流
は３００μＡ程度である。
【０００８】
したがって、前記静電容量の充電電流あるいは放電電流１００μＡに対して前記駆動電流
３００μＡが加算されることになり、前記検出回路の検出精度は低下する。
【０００９】
前記サイリスタスイッチの代わりにリレースイッチあるいはフォトＭＯＳトランジスタス
イッチを用いることにより、前記充電電流あるいは放電電流に駆動電流が加算されること
を回避することができる。しかしながら、この場合には加入者回路を正極性および負極性
に切り替え接続するためのスイッチ回路を４個さらに外付け接続する必要がある。
【００１０】
本発明は、前記種々の問題点に鑑みてなされたもので、フローティング電位に置かれたサ
イリスタスイッチのゲート駆動電流が加算されることによるアノード電流あるいはカソー
ド電流の変動を防止して、リレースイッチあるいはフォトＭＯＳトランジスタスイッチを
使用しない、小型軽量化したサイリスタスイッチの駆動回路を提供する。
【００１１】
【課題を解決するための手段】
本発明は、上記の課題を解決するために次のような手段を採用した。
【００１２】
フローティング電位に置かれたＰゲートサイリスタスイッチと、
電流入力回路および電流出力回路を備え、電流入力回路に入力した電流に等しい電流を電
流出力回路から出力する第１のカレントミラー回路と、
前記ＰゲートサイリスタスイッチのＰゲート端子に前記Ｐゲートサイリスタをオン駆動す
るオン駆動電流を第１のカレントミラー回路の電流入力回路を介して供給する定電流回路
と、
前記第１のカレントミラー回路の電流出力回路にその電流入力回路を接続し、電流出力回
路を前記Ｐゲートサイリスタのカソード端子に接続した第２のカレントミラー回路とから
なり、
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前記ＰゲートサイリスタスイッチのＰゲート端子に供給する電流に等しい電流を前記Ｐゲ
ートサイリスタのカソード端子から引き抜くことを特徴とする。
【００１３】
また、フローティング電位に置かれたＰゲートサイリスタスイッチと、
前記ＰゲートサイリスタのＰゲート端子とカソード間に接続したｎｐｎ型トランジスタと
、
電流入力回路および電流出力回路を備え、電流入力回路に入力した電流に等しい電流を電
流出力回路から出力する第１のカレントミラー回路と、
前記ｎｐｎトランジスタのベース端子に前記Ｐゲートサイリスタをオフ駆動するオフ駆動
電流を第１のカレントミラー回路の電流入力回路を介して供給する定電流回路と、
前記第１のカレントミラー回路の電流出力回路にその電流入力回路を接続し、電流出力回
路を前記Ｐゲートサイリスタのカソード端子に接続した第２のカレントミラー回路とから
なり、
前記ｎｐｎトランジスタのベース端子に供給する電流に等しい電流を前記Ｐゲートサイリ
スタのカソード端子から引き抜くことを特徴とする。
【００１４】
また、フローティング電位に置かれたＮゲートサイリスタスイッチと、
電流入力回路および電流出力回路を備え、電流入力回路に入力した電流に等しい電流を電
流出力回路から出力する第１のカレントミラー回路と、
前記ＮゲートサイリスタスイッチのＮゲート端子に前記Ｎゲートサイリスタをオフ駆動す
るオフ駆動電流を第１のカレントミラー回路の電流入力回路を介して引き抜く定電流回路
と、
前記第１のカレントミラー回路の電流出力回路にその電流入力回路を接続し、電流出力回
路を前記Ｎゲートサイリスタのアノードに接続した第２のカレントミラー回路とからなり
、
前記ＮゲートサイリスタスイッチのＮゲート端子から引き抜く電流に等しい電流を前記Ｎ
ゲートサイリスタのアノード端子に供給することを特徴とする。
【００１５】
また、フローティング電位に置かれたＮゲートサイリスタスイッチと、
前記ＮゲートサイリスタのＮゲート端子とアノード端子間に接続したｐｎｐ型トランジス
タと、
電流入力回路および電流出力回路を備え、電流入力回路に入力した電流に等しい電流を電
流出力回路から出力する第１のカレントミラー回路と、
前記ｐｎｐ型トランジスタのベース端子から前記Ｎゲートサイリスタをオフ駆動するオフ
駆動電流を第１のカレントミラー回路の電流入力回路を介して引き抜く定電流回路と、
前記第１のカレントミラー回路の電流出力回路にその電流入力回路を接続し、電流出力回
路を前記Ｎゲートサイリスタのアノード端子に接続した第２のカレントミラー回路とから
なり、
前記ｐｎｐ型トランジスタのベース端子から引き抜く電流に等しい電流を前記Ｎゲートサ
イリスタのアノード端子に供給することを特徴とする。
【００１６】
また、フローティング電位に置かれたＰゲートサイリスタスイッチと、
前記ＰゲートサイリスタのＰゲート端子とカソード端子間に接続したｐｎｐ型トランジス
タと、
電流入力回路および電流出力回路を備え、電流入力回路に入力した電流に等しい電流を電
流出力回路から出力する第１のカレントミラー回路と、
前記ｐｎｐ型トランジスタのベース端子から前記Ｐゲートサイリスタをオフ駆動するオフ
駆動電流を第１のカレントミラー回路の電流入力回路を介して引き抜く定電流回路と、
前記第１のカレントミラー回路の電流出力回路にその電流入力回路を接続し、電流出力回
路を前記Ｐゲートサイリスタのカソード端子に接続した第２のカレントミラー回路とから
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なり、
前記ｐｎｐ型トランジスタのベース端子から引き抜く電流に等しい電流を前記Ｐゲートサ
イリスタのカソード端子に供給することを特徴とする。
【００１７】
また、フローティング電位に置かれたＮゲートサイリスタスイッチと、
前記ＮゲートサイリスタのＮゲート端子とアノード間に接続したｎｐｎ型トランジスタと
、
電流入力回路および電流出力回路を備え、電流入力回路に入力した電流に等しい電流を電
流出力回路から出力する第１のカレントミラー回路と、
前記ｎｐｎ型トランジスタのベース端子に前記Ｎゲートサイリスタをオフ駆動するオフ駆
動電流を第１のカレントミラー回路の電流入力回路を介して供給する定電流回路と、
前記第１のカレントミラー回路の電流出力回路にその電流入力回路を接続し、電流出力回
路を前記Ｎゲートサイリスタのアノード端子に接続した第２のカレントミラー回路とから
なり、
前記ｎｐｎ型トランジスタのベース端子に供給する電流に等しい電流を前記Ｎゲートサイ
リスタのアノード端子から引き抜くことを特徴とする。
【００１８】
また、前記サイリスタスイッチの駆動回路において、
前記サイリスタスイッチは、一対の給電線を有する給電回路と該給電回路の電流を検出す
る電流検出器とからなる電話交換機の加入者回路の給電端に挿入したことを特徴とする。
【００１９】
また、一対の給電線を有する給電回路、該給電回路の給電電流を検出する電流検出器およ
び前記それぞれの給電線の給電端に挿入した第１および第２のＰゲートサイリスタスイッ
チからなる電話交換機の加入者回路と、
電流入力回路並びに第１および第２の電流出力回路を備え、電流入力回路に入力した電流
に等しい電流を第１および第２の電流出力回路から出力する第１のカレントミラー回路と
、
前記第１のＰゲートサイリスタスイッチのＰゲート端子に前記Ｐゲートサイリスタをオン
駆動するオン駆動電流を第１のカレントミラー回路の電流入力回路を介して供給するとと
もに、
前記第２のＰゲートサイリスタスイッチのＰゲート端子に前記第２のＰゲートサイリスタ
をオン駆動するオン駆動電流を第１のカレントミラー回路の第１の電流出力回路を介して
供給する定電流回路と、
前記第１のカレントミラー回路の第２の電流出力回路にその電流入力回路を接続し、第１
の電流出力回路を前記第１のＰゲートサイリスタのカソード端子に接続し、第２の電流出
力回路を前記第２のＰゲートサイリスタのカソード端子に接続した第２のカレントミラー
回路とからなり、
前記第１のＰゲートサイリスタスイッチのＰゲート回路に供給する電流に等しい電流を前
記１のＰゲートサイリスタのカソード端子から引き抜き、前記第２のＰゲートサイリスタ
スイッチのＰゲート回路に供給する電流に等しい電流を前記２のＰゲートサイリスタのカ
ソード端子から引き抜くことを特徴とする。
【００２０】
【発明の実施の形態】
以下に、本発明の第１の実施形態を図１を用いて説明する。図１は本実施形態に係るサイ
リスタスイッチ駆動回路を示す図である。
【００２１】
図において、１は正電源、２は負電源、３は電源スイッチ、４は定電流回路であり、定電
流ｉ１を発生する。５は第１のカレントミラー回路、５ａは該カレントミラー回路の電流
入力回路、５ｂは前記カレントミラー回路の電流出力回路である。カレントミラー回路５
は電流入力回路５ａに定電流ｉ１の供給を受け、電流出力回路５ｂに前記定電流ｉ１に等
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しい出力電流ｉ２を出力する。６は第２のカレントミラー回路、６ａは該カレントミラー
回路の電流入力回路、６ｂは前記カレントミラー回路の電流出力回路である。カレントミ
ラー回路６は電流入力回路６ａに定電流ｉ１に等しい定電流ｉ２の供給を受け、電流出力
回路６ｂに前記定電流ｉ２に等しい出力電流ｉ３を出力する。
【００２２】
７１はＰゲートサイリスタスイッチ、Ｇはゲート端子、Ｒ１はゲート抵抗、Ａは前記Ｐゲ
ートサイリスタスイッチのアノード端子、Ｋは前記Ｐゲートサイリスタスイッチのカソー
ド端子である。
【００２３】
電源スイッチ３を投入すると定電流回路４が作動し、定電流ｉ１を第１のカレントミラー
回路５の電流入力回路５ａを介してＰゲートサイリスタ７１のゲート端子Ｇに供給し、Ｐ
ゲートサイリスタ７１をターンオンする。
【００２４】
前記第１のカレントミラー回路５は、その電流出力回路５ｂに前記定電流ｉ１に等しい定
電流ｉ２を出力し、該定電流ｉ２を第２のカレントミラー回路６の電流入力回路６ａに供
給する。
【００２５】
前記第２のカレントミラー回路６は、その電流出力回路６ｂに前記定電流ｉ２に等しい定
電流ｉ３を発生し、該定電流ｉ３を前記Ｐゲートサイリスタ７のカソード端子から引き抜
く。
【００２６】
すなわち、Ｐゲートサイリスタ７１のゲート電極に供給したゲート電流と等しい電流が、
第２のカレントミラー回路６によりＰゲートサイリスタ７１のカソード端子から引き抜か
れるので前記Ｐゲートサイリスタのアノード電流とカソード電流は一致させることができ
、前記検出用の充電電流および放電電流へゲート駆動電流が加算されることによる影響を
なくすることができる。
【００２７】
次に、本発明の第２の実施形態を図２を用いて説明する。図２は本実施形態に係るサイリ
スタスイッチ駆動回路を示す図である。
【００２８】
図において、７２はＰゲートサイリスタスイッチ、Ｇはゲート端子、Ｔ１はゲート端子Ｇ
とカソード端子間に接続したｎｐｎトランジスタ、Ａは前記Ｐゲートサイリスタスイッチ
のアノード端子、Ｋは前記Ｐゲートサイリスタスイッチのカソード端子である。なお、図
において図１に示される部分と同一部分については同一符号を付してその説明を省略する
。
【００２９】
電源スイッチ３を投入すると定電流回路４が作動し、定電流ｉ１を第１のカレントミラー
回路５の電流入力回路５ａを介して前記ｎｐｎトランジスタのベース端子に供給して該ト
ランジスタをオンにし、これによりＰゲートサイリスタ７２のゲートを駆動して該サイリ
スタをターンオフする。
【００３０】
前記第１のカレントミラー回路５は、その電流出力回路５ｂに前記定電流ｉ１に等しい定
電流ｉ２を出力し、該定電流ｉ２を第２のカレントミラー回路６の電流入力回路６ａに供
給する。
【００３１】
前記第２のカレントミラー回路６は、その電流出力回路６ｂに前記定電流ｉ２に等しい定
電流ｉ３を発生し、該定電流ｉ３を前記Ｐゲートサイリスタ７のカソード端子から引き抜
く。
【００３２】
すなわち、ｎｐｎトランジスタのベース端子に供給したベース電流と等しい電流が、第２
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のカレントミラー回路６によりＰゲートサイリスタ７２のカソード端子から引き抜かれる
ので前記Ｐゲートサイリスタのアノード電流とカソード電流は一致させることができ、前
記検出用の充電電流および放電電流へゲート駆動電流が加算されることによる影響をなく
することができる。
【００３３】
次に、本発明の第３の実施形態を図３を用いて説明する。図３は本実施形態に係るサイリ
スタスイッチ駆動回路を示す図である。
【００３４】
図において、７３はＮゲートサイリスタスイッチ、Ｇはゲート端子、Ｒ２はゲート抵抗、
Ａは前記Ｎゲートサイリスタスイッチのアノード端子、Ｋは前記Ｎゲートサイリスタスイ
ッチのカソード端子である。なお、図において図１に示される部分と同一部分については
同一符号を付してその説明を省略する。
【００３５】
電源スイッチ３を投入すると定電流回路４が作動し、定電流ｉ１を第１のカレントミラー
回路５の電流入力回路５ａを介してＮゲートサイリスタのゲート電流を引き抜き該サイリ
スタをターンオンする。
【００３６】
前記第１のカレントミラー回路５は、その電流出力回路５ｂに前記定電流ｉ１に等しい定
電流ｉ２を出力し、該定電流ｉ２を第２のカレントミラー回路６の電流入力回路６ａに供
給する。
【００３７】
前記第２のカレントミラー回路６は、その電流出力回路６ｂに前記定電流ｉ２に等しい定
電流ｉ３を発生し、該定電流ｉ３を前記Ｐゲートサイリスタ７のアノード端子に供給する
。
【００３８】
すなわち、Ｎゲートサイリスタ７３のゲート端子から引く抜いた電流に等しい電流が、第
２のカレントミラー回路６によりＮゲートサイリスタ７のアノード端子に供給されるので
前記Ｎゲートサイリスタのアノード電流とカソード電流は一致させることができ、前記検
出用の充電電流および放電電流へゲート駆動電流が加算されることによる影響をなくする
ことができる。
【００３９】
次に、本発明の第４の実施形態を図４を用いて説明する。図４は本実施形態に係るサイリ
スタスイッチ駆動回路を示す図である。
【００４０】
図において、７４はＮゲートサイリスタスイッチ、Ｇはゲート端子、Ｔ２はアノード端子
Ａとゲート端子間に接続したｐｎｐ型トランジスタ、Ａは前記Ｐゲートサイリスタスイッ
チのアノード端子、Ｋは前記Ｐゲートサイリスタスイッチのカソード端子である。なお、
図において図１に示される部分と同一部分については同一符号を付してその説明を省略す
る。
【００４１】
電源スイッチ３を投入すると定電流回路４が作動し、定電流ｉ１を第１のカレントミラー
回路５の電流入力回路５ａを介して前記ｐｎｐ型トランジスタのベース端子から引き抜き
該トランジスタをオンにし、これによりＮゲートサイリスタ７４のゲートを駆動して該サ
イリスタをターンオフする。
【００４２】
前記第１のカレントミラー回路５は、その電流出力回路５ｂに前記定電流ｉ１に等しい定
電流ｉ２を出力し、該定電流ｉ２を第２のカレントミラー回路６の電流入力回路６ａに供
給する。
【００４３】
前記第２のカレントミラー回路６は、その電流出力回路６ｂに前記定電流ｉ２に等しい定
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電流ｉ３を発生し、該定電流ｉ３を前記Ｎゲートサイリスタ７のアノード端子に供給する
。
【００４４】
すなわち、ｐｎｐ型トランジスタのベース端子から引き抜いたベース電流と等しい電流が
、第２のカレントミラー回路６によりＮゲートサイリスタ７４のアノード端子に供給され
るので前記Ｐゲートサイリスタのアノード電流とカソード電流は一致させることができ、
前記検出用の充電電流および放電電流へゲート駆動電流が加算されることによる影響をな
くすることができる。
【００４５】
次に、本発明の第５の実施形態を図５を用いて説明する。図５は本実施形態に係るサイリ
スタスイッチ駆動回路を示す図である。
【００４６】
図において、７５はＰゲートサイリスタスイッチ、Ｇはゲート端子、Ｔ３はゲート端子Ｇ
とカソード端子Ｋと間に接続したｐｎｐ型トランジスタ、Ａは前記Ｐゲートサイリスタス
イッチのアノード端子、Ｋは前記Ｐゲートサイリスタスイッチのカソード端子である。な
お、図において図１に示される部分と同一部分については同一符号を付してその説明を省
略する。
【００４７】
電源スイッチ３を投入すると定電流回路４が作動し、定電流ｉ１を第１のカレントミラー
回路５の電流入力回路５ａを介して前記ｐｎｐ型トランジスタのベース端子から引き抜き
該トランジスタをオンにし、これによりＰゲートサイリスタ７４のゲートを駆動して該サ
イリスタをターンオフする。
【００４８】
前記第１のカレントミラー回路５は、その電流出力回路５ｂに前記定電流ｉ１に等しい定
電流ｉ２を出力し、該定電流ｉ２を第２のカレントミラー回路６の電流入力回路６ａに供
給する。
【００４９】
前記第２のカレントミラー回路６は、その電流出力回路６ｂに前記定電流ｉ２に等しい定
電流ｉ３を発生し、該定電流ｉ３を前記Ｐゲートサイリスタ７５のアノード端子に供給す
る。
【００５０】
すなわち、ｐｎｐ型トランジスタのベース端子から引き抜いたベース電流と等しい電流が
、第２のカレントミラー回路６によりＰゲートサイリスタ７５のアノード端子に供給され
るので前記Ｐゲートサイリスタのアノード電流とカソード電流は一致させることができ、
前記検出用の充電電流および放電電流へゲート駆動電流が加算されることによる影響をな
くすることができる。
【００５１】
次に、本発明の第６の実施形態を図６を用いて説明する。図６は本実施形態に係るサイリ
スタスイッチ駆動回路を示す図である。
【００５２】
図において、７６はＮゲートサイリスタスイッチ、Ｇはゲート端子、Ｔ４はアノード端子
Ａとゲート端子間に接続したｎｐｎ型トランジスタ、Ａは前記Ｎゲートサイリスタスイッ
チのアノード端子、Ｋは前記Ｎゲートサイリスタスイッチのカソード端子である。
【００５３】
電源スイッチ３を投入すると定電流回路４が作動し、定電流ｉ１を第１のカレントミラー
回路５の電流入力回路５ａを介して前記ｎｐｎ型トランジスタのベース端子に供給し該ト
ランジスタをオンにし、これによりＮゲートサイリスタ７６のゲートを駆動して該サイリ
スタをターンオフする。
【００５４】
前記第１のカレントミラー回路５は、その電流出力回路５ｂに前記定電流ｉ１に等しい定
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電流ｉ２を出力し、該定電流ｉ２を第２のカレントミラー回路６の電流入力回路６ａに供
給する。
【００５５】
前記第２のカレントミラー回路６は、その電流出力回路６ｂに前記定電流ｉ２に等しい定
電流ｉ３を発生し、該定電流ｉ３を前記Ｎゲートサイリスタ７６のアノード端子から引き
抜く。
【００５６】
すなわち、ｎｐｎ型トランジスタのベース端子に供給したベース電流と等しい電流が、第
２のカレントミラー回路６によりＮゲートサイリスタ７６のアノード端子から引き抜かれ
るので前記Ｐゲートサイリスタのアノード電流とカソード電流は一致させることができ、
前記検出用の充電電流および放電電流へゲート駆動電流が加算されることによる影響をな
くすることができる。
【００５７】
次に、本発明の第７の実施形態を図７を用いて説明する。図７は本実施形態に係るサイリ
スタスイッチ駆動回路を示す図である。
【００５８】
図において、１は正電源、２は負電源、３は電源スイッチ、４は定電流回路であり、定電
流ｉ１を発生する。５１は第１のカレントミラー回路、５１ａは該カレントミラー回路の
電流入力回路、５１ｂは前記カレントミラー回路の第１の電流出力回路、５１ｃは前記カ
レントミラー回路の第２の電流出力回路である。カレントミラー回路５１は電流入力回路
５１ａに定電流ｉ１の供給を受け、第１の電流出力回路５１ｂおよび第２の電流出力回路
５１ｃに前記定電流ｉ１に等しい出力電流ｉ２およびｉ３をそれぞれ出力する。６１は第
２のカレントミラー回路、６１ａは該カレントミラー回路の電流入力回路、６１ｂは前記
カレントミラー回路の第１の電流出力回路、６１ｃは前記カレントミラー回路の第２の電
流出力回路である。カレントミラー回路６１は電流入力回路６１ａに定電流ｉ１に等しい
定電流ｉ３の供給を受け、第１の電流出力回路６１ｂおよび第２の電流出力回路６１ｃに
前記定電流ｉ３に等しい出力電流ｉ４およびｉ５をそれぞれ出力する。
【００５９】
７７は給電回路のＢ線に挿入したＰゲートサイリスタスイッチ、７８は給電回路のＡ線に
挿入したＰゲートサイリスタスイッチ、Ｇはゲート端子、Ｒ３およびＲ４はゲート抵抗、
Ａは前記Ｐゲートサイリスタスイッチのアノード端子、Ｋは前記Ｐゲートサイリスタスイ
ッチのカソード端子である。
【００６０】
電源スイッチ３を投入すると定電流回路４が作動し、定電流ｉ１を第１のカレントミラー
回路５１の電流入力回路５１ａを介してＰゲートサイリスタ７７のゲート端子Ｇに供給し
、Ｐゲートサイリスタ７７をターンオンする。
【００６１】
前記第１のカレントミラー回路５１は、その第１の電流出力回路５ｂに前記定電流ｉ１に
等しい定電流ｉ２を出力し、該電流をＰゲートサイリスタ７８のゲート端子Ｇに供給し、
Ｐゲートサイリスタ７８をターンオンする。また前記第１のカレントミラー回路５１は、
その第２の電流出力回路５ｃに前記定電流ｉ１に等しい定電流ｉ３を出力し、該定電流ｉ
３を第２のカレントミラー回路６１の電流入力回路６１ａに供給する。
【００６２】
前記第２のカレントミラー回路６１は、その第１の電流出力回路６１ｂに前記定電流ｉ３
に等しい定電流ｉ４を発生し、該定電流ｉ４を前記Ｐゲートサイリスタ７のカソード端子
から引き抜く。また、前記第２のカレントミラー回路６１は、その第２の電流出力回路６
１ｃに前記定電流ｉ３に等しい定電流ｉ５を発生し、該定電流ｉ５を前記Ｐゲートサイリ
スタ７８のカソード端子から引き抜く。
【００６３】
すなわち、Ｐゲートサイリスタ７７および７８のゲート電極に供給したゲート電流と等し
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い電流が、第２のカレントミラー回路６１によりＰゲートサイリスタ７７および７８のカ
ソード端子からそれぞれ引き抜かれるので前記それぞれのＰゲートサイリスタのアノード
電流とカソード電流は一致させることができ、前記検出用の充電電流および放電電流へゲ
ート駆動電流が加算されることによる影響をなくすることができる。
【００６４】
【発明の効果】
以上説明したように、本発明によれば、フローティング電位に置かれたサイリスタスイッ
チのゲート駆動電流が加算されることによるアノード電流あるいはカソード電流の変動を
防止できる。また、リレースイッチあるいはフォトＭＯＳトランジスタスイッチを使用し
ないので、小型軽量化したサイリスタスイッチの駆動回路を得ることができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の第１の実施形態に係るサイリスタスイッチ駆動回路を示す図である。
【図２】本発明の第２の実施形態に係るサイリスタスイッチ駆動回路を示す図である。
【図３】本発明の第３の実施形態に係るサイリスタスイッチ駆動回路を示す図である。
【図４】本発明の第４の実施形態に係るサイリスタスイッチ駆動回路を示す図である。
【図５】本発明の第５の実施形態に係るサイリスタスイッチ駆動回路を示す図である。
【図６】本発明の第６の実施形態に係るサイリスタスイッチ駆動回路を示す図である。
【図７】本発明の第７の実施形態に係るサイリスタスイッチ駆動回路を示す図である。
【符号の説明】
１　正電源
２　負電源
３　電源スイッチ
４　定電流回路
５，５１　第１のカレントミラー回路
６，６１　第２のカレントミラー回路
７１，７５　Ｐゲートサイリスタスイッチ
７２，７３，７４　Ｎゲートサイリスタスイッチ
Ｔ１，Ｔ４　ｎｐｎ型トランジスタ
Ｔ２，Ｔ３　ｐｎｐ型トランジスタ
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】 【 図 ６ 】

【 図 ７ 】
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